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準備は出来てる？2020年東京オリンピック・パラリンピック



Feature

J
P
T
A 

N
E
W
S
は
会
員
の
皆
さ
ん
と
作
る
冊
子
で
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
質
問
等
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

関わり たい!!が

東京オリンピック・パラ リンピック

QQ QQ3 2
あなたは日常的に

「スポーツ・障がい者スポーツ」に
関わっていますか？ あなたは、「東京オリンピック・パラリンピック」に

参加する予定がありますか？　※関係者・一般等、立場は問いません。

［ 性別 ］ ［ 年代 ］

はい

25%

いいえ

75%

いいえ

84%

いいえ

8%

はい

13%

はい

91%

オリンピック・パラリンピックに興味はあって
も、実際にスポーツに関わっている人はわず
か。理由はそもそも「関わり方が分からない」
し、「時間が無い」のも悩ましい。関わってい
る人はどうやっているのだろう？

関わり方が分からない

時間が無い

お金が無い

興味が無い

無回答

2451

2190

905

75

579

スポーツに関われている人は大半が「仕事」
か「ボランティア」。ボランティアは職場の理
解がポイントか。そもそも情報はどこで得て
いるのだろう？次ページでは実際に関わっ
ている人にお話を伺ってみた。

仕事として

ボランティアとして

士会活動

無回答

829
827

198

190

リニューアルした最初のテーマは「スポーツ」。2020年
東京大会が近づく中、今回はスポーツに対して会員がどの
程度興味・関心があるのか、アンケート調査を行いました。

Q1 あなたは「東京オリンピック・
パラリンピック」に
興味がありますか？

2020年に開催される
「東京オリンピック・パラリンピック」
について伺います。

「スポーツ・障がい者スポーツ」について伺います。

「いいえ」とお答えいただいた方に伺います。それはなぜですか？

「はい」とお答えいただいた方に伺います。それはどのような関わり方ですか？

91.4%
会員の

男性
5836

女性
2427

30代
3290

40代
1936

20代
2232

無回答
3%

無回答
1%

50代
684

無回答
13

60代以上
134

調査：JPTA NEWS 312（4月号）読者アンケート＊

実施期間：2018年2月16日～25日　回答者数：8276名
＊マイページに登録されている会員の皆さまのメールアドレス宛にご協力のお願いをお送りいたします。メールが届いて

いない方は、マイページ上に有効なアドレスが登録されているかご確認ください。

コネクションが無い。
（奈良県 20代 男性）

仕事としての依頼で
は無いために。

（東京都 30代 男性）

士会事業に参加して
いる。

（東京都 20代 女性）

自分の能力がしっか
り生かせる参加の仕
方があるかどうかが
分からない。

（愛知県 50代 男性）

どこでどんな活動が
行われているのか知
らない。

（北海道 20代 男性）

興味はあるが、日々
の仕事や家事などで
手いっぱい。

（埼玉県 20代 女性）

関わっていく方法が
分からない。

（大阪府 20代 女性）

自分が役に立つのか
どうかも分からない。

（山口県 40代 女性）

業務に支障が出る。
（青森県 20代 男性）

91.4%
が興味あり！

3 2  312　スポーツと理学療法士



Feature

J
P
T
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N
E
W
S
は
会
員
の
皆
さ
ん
と
作
る
冊
子
で
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
質
問
等
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

東京

山梨

▲

と
に
か
く
飛
び
込
ん
で
み
る
！

ス
ポ
ー
ツ
領
域
で
の
活
動
に
興
味
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、何
を
ど
う

し
た
ら
良
い
の
か
、情
報
の
得
方
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
ん

な
中
、た
ま
た
ま
都
士
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
つ
け
た
昨
年
9
月

に
開
催
さ
れ
た「
ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
安
心
安
全
に
活
動
す
る
技
能

が
あ
る
か
を
確
認
す
る
テ
ス
ト
」で
繋
が
り
が
で
き
て
、2
0
1
7

年
度
の
地
域
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
に
は
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
、障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。2
0
2
0
年
ま
で
に
は
も
っ
と

た
く
さ
ん
勉
強
会
や
研
修
会
に
参
加
し
て
、現
場
で
し
っ
か
り
動
け

る
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
た
い
で
す
。

▲

一
番
は
、周
囲
の
理
解
と
サ
ポ
ー
ト

仕
事
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
士
会
活
動
も
…
と
な
る
と
両
立
が
厳
し
い

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
も
そ
う
で
す
が
、確
か
に
土
日
や

平
日
夜
の
研
修
会
な
ど
に
、業
務
後
に
集
ま
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

た
だ
、大
会
サ
ポ
ー
ト
に
関
し
て

も
、土
日
だ
け
で
は
な
く
平
日
開
催

の
試
合
を
選
ん
で
参
加
し
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。熱
い
方
が

多
く
て
い
つ
も
影
響
を
受
け
て
い
ま

す
。中
に
は
子
育
て
中
の
マ
マ
さ
ん
、

パ
パ
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。ど

ん
な
時
も
、パ
ー
ト
ナ
ー
や
職
場
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
関
係
づ
く
り

が
大
切
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

経験年数：9年目

三鷹ロイヤルの丘

中澤 朋子さん
T o m o k o  N a k a z a w a

Topic 2

東京

島根

東京

▲

き
っ
か
け
は
養
成
校
時
代

ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
活
動
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、私
が
ま
だ
養

成
校
時
代
に
ス
ポ
ー
ツ
理
学
療
法
の
講
義
に
い
ら
し
て
い
た
先
生
に

「
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
た
い
」と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、山
梨
県
士
会
で

は
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
様
々
な
チ
ー
ム
に
定
期
的
に
関
わ
って
い
る
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、現
場
で
活
動
す
る
た
め
に
月
2

回
の
勉
強
会
を
継
続
し
て
行
って
い
て「
そ
こ
に
参
加
し
て
み
た
ら
ど

う
か
」と
お
誘
い
を
受
け
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。現
在
は
山

梨
県
士
会
社
会
局
ス
ポ
ー
ツ
理
学
療
法
部
に
所
属
し
、こ
れ
ま
で
に

中
学
サ
ッ
カ
ー
、高
校
ラ
グ
ビ
ー
、大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
な
ど
へ
帯

同
し
て
外
傷
の
対
応
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョニ
ン
グ
を
行
って
き
ま
し
た
。

▲

仕
事
と
の
両
立
が
カ
ギ

働
き
始
め
た
当
初
、整
形
外
科
ク
リ
ニッ
ク
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

日
常
業
務
も
忙
し
か
っ
た
う
え
、月
4
〜
6
回
以
上
の
勉
強
会
と

チ
ー
ム
帯
同
は
か
な
り
大
変
で
し
た
が
、勉
強
会
や
現
場
で
の
対
応

が
日
常
業
務
に
生
き
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
し
、施
設
外
の
先
輩
方
に
日
常
の

疑
問
を
質
問
し
解
決
で
き
た
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
。私
の
場
合
は
、職
場

で
も
ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
も「
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
」と
い
う
思
い
と
、「
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
い
う
喜
び
が

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
、仕
事
と
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
う
ま
く
リ
ン
ク
し
両
立

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

経験年数：11年目

デイサービスいろは

森田 伸哉さん
S h i n y a  M o r i t a

Topic 1

▲

東
京
都
理
学
療
法
士
協
会
の

ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
つ
い
て

私
は
都
士
会
の
ス
ポ
ー
ツ
局
国
際
競
技
大
会
・ス
ポ
ー
ツ
理
学
療

法
推
進
部
に
所
属
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
理
学
療
法
ビ
ギ
ナ
ー
の
都
士
会

員
向
け
に
研
修
会
を
開
催
し
た
り
、ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
会
場
サ
ポ
ー

ト
を
企
画
し
た
り
し
て
い
ま
す
。ま
た
、現
場
で
活
動
す
る
前
に「
ス

ポ
ー
ツ
現
場
で
安
心
安
全
に
活
動
す
る
た
め
の
技
能
が
あ
る
か
を

確
認
す
る
テ
ス
ト
」も
実
施
し
て
い
て
、こ
れ
は
他
の
士
会
で
ス
ポ
ー

ツ
事
業
を
担
当
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
も
お
問
合
せ
を
い
た
だ
い
た

り
、事
業
内
容
を
こ
ち
ら
か
ら
ご
紹
介
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

▲

行
動
力
と
、周
囲
へ
の
感
謝

私
が
尊
敬
す
る
先
生
の
言
葉
に
、「
自
分
の
足
で
現
場
に
行
き
、自

分
の
目
で
見
て
、全
身
で
感
じ
る
こ
と
が
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
大
き

な
秘
訣
！
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。私
も
、都
士
会
の
ス
ポ
ー
ツ

の
理
学
療
法
委
員
会（
現
ス
ポ
ー
ツ
局
）メ
ン
バ
ー
に
誘
っ
て
い
た
だ

け
た
の
は
、振
り
返
れ
ば
学
生
の
頃

か
ら
仲
間
と
ス
ポ
ー
ツ
の
勉
強
会

を
開
催
し
て
い
た
か
ら
か
な
と
思

い
ま
す
し
、行
動
を
起
こ
す
こ
と
は

本
当
に
大
切
だ
な
と
思
い
ま
す
。も

ち
ろ
ん
普
段
の
仕
事
と
の
両
立
は

大
変
で
す
が
、職
場
へ
の
感
謝
を
忘

れ
ず
に
、今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

経験年数：6年目

杏林大学医学部付属病院

水石 裕さん
Y u t a k a  M i z u i s h i

Topic 4

▲

島
根
県
士
会
の
ス
ポ
ー
ツ
医・

科
学
サ
ポ
ー
ト
事
業

島
根
県
士
会
は
ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
中
で
、県
内
の
中
学
校
・
高
等
学
校
に
理
学

療
法
士
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。私
も
普
段
は
整
形

外
科
ク
リ
ニッ
ク
に
勤
め
な
が
ら
、県
立
横
田
高
等

学
校
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト・大
会
へ
の
帯
同
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
、島
根
県
ア
ス
レ

テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
協
議
会
、奥
出
雲
町
の
3
者
で
ス
ポ
ー
ツ
メ

デ
ィ
カ
ル
協
定
を
結
び
、奥
出
雲
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
関
す
る

横
断
的
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。大
き
な
事
業
と
し
て
、東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

▲

ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、島
根
県
、特
に
奥
出
雲
町
は
山
間
部
で

も
あ
り
そ
の
影
響
が
大
き
く
、運
動
を
し
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い

ま
す
。奥
出
雲
町
に
は
ホ
ッ
ケ
ー
と
い
う
全
国
的
に
も
強
い
競
技
が

あ
り
ま
す
が
、こ
の
ま
ま
で
は
競
技
人
口
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。た
だ
、そ
れ
を
打
開
す
る
前
述
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
継
続

す
る
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
で
す
。協
定
に
養
成
校
も
加
わ
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
に
は
、資
格
取
得
前
の
学
生
に
も
関
わ
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、新
し
く
理
学
療
法
士
に
な
る
方
々
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

参
画
し
や
す
く
な
れ
ば
、と
い
う
意
図
も
あ
り
ま
す
。今
後
は
他
都

道
府
県
と
の
交
流
も
深
め
て
、活
動
を
よ
り
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

経験年数：9年目

えだクリニック整形外科

蔦川 和希さん
K a z u k i  T s u t a g a w a

Topic 5

▲

ス
ポ
ー
ツ
領
域
に
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け

私
は
都
士
会
西
多
摩・南
多
摩
ブ
ロッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
担
当
と
し
て
、研
修

会
の
企
画・運
営
な
ど
を
し
て
お
り
ま
す
。そ
も
そ
も
の
きっか
け
は
友

人
が
車
い
す
バス
ケッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
に
なった
こ
と
で
し
た
が
、当
初
は

中
級
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
資
格
は
持って
い
た
も
の
の
、何
を

す
れ
ば
良
い
の
か
分
か
ら
ず
、と
に
か
く
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
に

参
加
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
に
偶
然
、多
摩
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

方
が
い
ら
し
て
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、今
年
か
ら
多
摩
市
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
の
非
常
勤
特
別
職
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
、地

域
住
民
への
ス
ポ
ー
ツ
指
導
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▲

地
域
で
広
が
る
理
学
療
法
士
活
躍
の
場

ス
ポ
ー
ツ
は
老
若
男
女
、健
常
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
垣
根
を
越
え

た
共
通
文
化
だ
と
思
い
ま
す
。で
す
の
で
理
学
療
法
士
も
現
場
に
出

る
の
で
あ
れ
ば
、ス
ポ
ー
ツ
を
一
緒
に
楽
し
む
気
持
ち
が
大
切
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加
で
あ
れ
ば
安

全
に
行
え
る
よ
う
障
害
予
防
の
助
言

な
ど
を
行
え
る
で
し
ょ
う
し
、ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
で
あ
れ
ば
所
属
す
る

選
手
と
深
く
関
わ
り
信
頼
を
得
る
こ

と
が
大
切
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
の
領
域
で

自
分
の
経
験
を
積
ん
で
い
く
た
め
に

も
、理
学
療
法
士
と
し
て
で
き
る
事
を

よ
り
広
い
視
野
で
考
え
な
が
ら
関
わ
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

経験年数：8年目

あいフィットネスサロンさくら

鈴木 奨さん
S h o  S u z u k i

Topic 3

始めました
私はココから

読者アンケートにて「日常
的に『スポーツ・障がい者
スポーツ』に関わってい
る」と答えた方は、いっ
たいどのような方法で関
わっているのでしょうか。
実際にご活躍中の会員の
皆さまにインタビューし、
関わるようになったきっ
かけや継続のコツなどを
伺いました。

ファーストステ
ップ！

▲大学女子サッカー監督との話し合い、熱が入ります。

▲

子どもたちへのサポートの様子

▼

忙しくても笑顔が素敵です。ホームページもご覧下さい！ ▼

▼

日常の業務中のモチベーションもUP！

士 会 活 動
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E
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る
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す
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・
ご
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・
ご
質
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等
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さ
い
。

協会の今後の取り組みについて
教えてください。

シ ステム＊構築のためには、今から取り組みを進めること
が重要です。具体的には、全国の士会と連携を強めな

がら、すでに各地で始まっているプレ大会、事前キャンプへの
サポートを進めていきます。そこで、各士会とのネットワーク作
りのためにスポーツ理学療法運営担当者やスポーツ理学療
法推進協力者をご推薦いただいています。同時に、スポーツ
理学療法に関する相談窓口の開設および、研修会のサポート
や講師派遣を行う体制作りを検討しています。これから2020
年東京大会への参加をご検討中の方は、ご所属士会のホーム
ページなどへアクセスしてください。可能性が広がると思います。

Q

理
学
療
法
士
に

わ
　
た
　
し
　
た
　
ちで

き
る
こ
と

前コーナー「ファーストステップ！私はコ
コから始めました」では、各都道府県理学
療法士会（以下、士会）のスポーツに関連
する活動へ積極的にご参加いただいてい
る会員の皆さまにお話を伺いました。皆
さまもぜひ、ご所属士会のホームページ
などをチェックしてください。
本コーナーでは、日本理学療法士協会（以
下、協会）のスポーツ
支援推進執行委員
会 委員長 梶村政司 
氏へ、協会としては
どのような取り組み
を行っているのか、
お話を伺います。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

スポーツ領域において
理学療法士ができることって
なんですか？

理 学療法士の得意分野は身体の動きを見ることで
す。スポーツの現場で活動をしていると、痛みを

取ることはもちろん、それ以上に痛みの原因を解決する
ことがとても重要だと感じています。また障がい者スポー
ツについては、かつてはリハビリテーションや福祉の一環
という側面で捉えられてきましたが、今では自らを表現し
QOLを高め、社会とつながるツールとして欠かせないも
のになっています。障がいの有無に関わらず、多くの方が
スポーツに関わる機会を作るために働きかけていきます。

Q

東京オリンピック・パラリンピックは
もう始まっている？

大 会期間中は、世界中からたくさんの選手や関係者、また
観客が訪れます。よって私たちには、その方々にメディカル

サービスを提供することが求められます。2017年10月に、大会組織
委員会の医療サービス担当者と協会の担当者が大会期間中の人材
提供についての打ち合わせを行いました。また2018年から、全国各地
ですでにプレ大会や事前キャンプが開催されているため、協会とし
ては大会期間中のみならず、これらのサポートもしていきたいと思っ
ています。そのためには全国を通じて多くの会員から協力を得るこ
とが必要とされるため、人材養成事業として昨年下期より、スポー
ツ理学療法研修会（総論）をスタートしました。また各士会でも、今
後、支援する競技種目やボランティア等の各論研修を積み重ねて
いただくことは重要だと思います。平昌冬季大会が終わったばかり
ですが、すでに2020年東京大会は始まっていると言えるでしょう。

Q

協会はどんなことを
するのですか？

2 020年東京大会を控え、協会では「スポーツ支援推進
執行委員会」を設け様々な事業を行っています。また、

いくつかの小委員会もあります。例えば、「スポーツ理学療法育
成検討小委員会」では、スポーツ理学療法を学ぶ機会を作り、
地域での活動に参加できる人材の育成が進められています。
また「2020スポーツ理学療法レガシー検討小委員会」では、
オリンピック・パラリンピック終了後も、「理学療法士が地域の中
で様々なスポーツイベントに関わっていけるようなシステム＊」の構
築を検討しています。またこういった取り組みを進めるにあたり、
理学療法士の活動の範疇などについても、制度面を含め検討
していかなければならないと考えています。

Q

スポーツ支援推進執行委員会 
委員長

梶村 政司氏
M a s a z i  K a j i m u r a
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Cross Talk

半
田

：

早
速
で
す
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
大
臣
と

し
て
、2
0
2
0
年
東
京
大
会
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
。

鈴
木

：

大
臣
に
な
って
ち
ょ
う
ど
半

年
が
た
ち
ま
す
。1
9
6
4
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピッ
ク
の
時
、私
は
小
学
校

5
年
生
で
し
た
が
、開
会
式
に
行
っ

て
大
変
な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
大
会
も
ぜ
ひ
成
功
さ
せ

て
、多
く
の
国
民
の
皆
さ
ん
や
海
外

か
ら
の
お
客
様
に
、ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴

ら
し
さ
や
感
動
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
大
会
に
し
た
い
と
思って
い
ま
す
。

　

実
は
、同
一
都
市
で
夏
の
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
2
度
開
催
す
る
の
は
東

京
が
初
め
て
な
ん
で
す
。で
す
か
ら
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
成
功
し
て
初
め

て
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
東
京
大
会

が
成
功
し
た
と
言
え
る
と
思
う
の

で
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
に
今
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。障
が

い
の
あ
る
方
が
そ
れ
に
打
ち
勝
っ
て

素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
さ
れ

る
姿
は
、障
が
い
者
は
も
と
よ
り
、健

常
者
に
も
大
き
な
感
動
と
勇
気
を

与
え
る
で
し
ょ
う
。ご
覧
に
な
っ
た
方

が
自
分
も
何
か
目
標
に
向
か
って
頑

張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い

た
だ
け
る
と
良
い
で
す
ね
。

半
田

：
私
た
ち
理
学
療
法
士
は
身

体
に
障
が
い
の
あ
る
方
を
相
手
に
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
、彼
ら
の
姿
を

見
る
と
、や
は
り
私
た
ち
も
絶
対
に

諦
め
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
奮
い
立

た
さ
れ
ま
す
。障
が
い
が
あ
る
中
で

頑
張
っ
て
い
る
方
を
支
え
る
側
と

し
て
、彼
ら
を
ど
う
見
る
の
か
は
と

て
も
重
要
で
す
。で
す
か
ら
、本
会

の
約
11
万
人
の
会
員
た
ち
に
は
、で

き
る
限
り
見
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。ま
た
も
う
一
点
は
、パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
は
障
が
い
の
あ
る
一
般
の

方
も
大
勢
来
場
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、彼
ら
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
ぜ
ひ
私
た
ち
を
使
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。障

が
い
が
あ
っ
て
も
そ
れ
に
打
ち
勝
っ

て
、そ
し
て
障
が
い
者
も
健
常
者

も
一
緒
に
な
っ
て
働
い
て
社
会
参

加
す
る
日
本
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

鈴
木

：

そ
う
で
す
ね
。ス
ポ
ー
ツ
分

野
に
お
け
る
理
学
療
法
士
の
皆
さ
ん

の
力
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。選
手

が
活
躍
す
る
に
は
競
技
力
を
高
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、そ
こ
で
の

理
学
療
法
士
の
活
躍
は
大
変
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。2
0
2
0
年
大
会

で
も
、選
手
村
に
総
合
診
療
所
を
設

置
し
ま
す
。そ
の
中
で
医
師
や
看
護

師
、薬
剤
師
、歯
科
医
師
な
ど
と
と

も
に
理
学
療
法
士
も
含
め
て
、ど
う

配
置
す
る
か
組
織
委
員
会
で
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
競
技
力
の
向
上
だ
け
で
な
く
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
作
り
や
怪
我
を
し
た

方
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
、

理
学
療
法
士
の
存
在
無
く
し
て
は

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

半田 一登
公益社団法人 
日本理学療法士協会　会長

鈴木 俊一 氏

衆議院議員
東京オリンピック競技大会・

東京パラリンピック競技大会担当大臣

1990年　衆議院議員初当選　※以降衆議院議員9期当選
2001年　衆議院厚生労働委員長
2017年　東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会担当大臣（第4次安倍内閣）
2018年　リハビリテーションを考える議員連盟　会長

すずきしゅんいち ◉

2018年平昌冬季オリンピック・パラリンピックも終了し、いよいよ次は2020年東京夏
季大会がやってきます。今号では鈴木俊一オリンピック・パラリンピック担当大臣に、理
学療法士の役割にも触れながら、東京大会の位置付けや方向性について伺いました。

パラリンピックが成功して 初めて、
2020年東京大会は成功 する
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Cross Talk

半
田

：

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

し
っ
か
り
と
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
え
て

い
く
会
員
を
育
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。以
前
は
、障
が
い
の
あ

る
方
々
が
ス
ポ
ー
ツ
を
手
段
と
し

て
社
会
参
加
し
て
い
く
、と
い
う
こ

と
は
よ
く
あ
り
ま
し
た
が
、今
は
ど

う
し
て
も
診
療
報
酬
が
急
性
期
に

厚
く
盛
ら
れ
、本
来
で
あ
れ
ば
長
い

時
間
が
か
か
る
障
が
い
者
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
が
途
中
で
切

ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
、医
療
施
設
で
障
が
い
者
の
ス

ポ
ー
ツ
が
取
り
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
2
0
2
0
年
の
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
も
う
一
度
、障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
勢
い
を
つ
け
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

鈴
木

：

おっ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。実

は
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
中
で
は
、ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
人
、見
る
人
、支
え

る
人
、と
いっ
た
ス
ポ
ー
ツ
参
画
人
口

を
増
や
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
裾

野
を
広
げ
る
意
味
で
、支
え
る
人
を

増
や
し
、支
え
る
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
は
不
可
欠
で
す
ね
。

　
特
に
パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク
や
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
の
場
合
、も
と
も
と
の
障

が
い
に
対
す
る
管
理
や
障
が
い
に
応

じ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
計
画
が
重
要
で
、

そ
う
い
う
点
で
理
学
療
法
士
の
ア
ド

バ
イ
ス
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
重
視
し
て
い
る

の
は
、2
0
2
0
年
の
レ
ガ
シ
ー
の

一
つ
と
し
て
、こ
の
国
に
共
生
社
会

と
い
う
文
化
を
残
し
て
い
き
た
い
と

い
う
目
標
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

1
9
6
4
年
の
東
京
大
会
の
レ

ガ
シ
ー
は
、文
化
的
な
面
で
は
、ゴ
ミ

の
落
ち
て
い
な
い
き
れ
い
な
街
並
み

が
日
本
の
国
に
定
着
し
た
こ
と
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、鼻

を
か
ん
だ
ゴ
ミ
を
ポ
イ
っ
て
捨
て
た

り
し
な
い
で
す
よ
ね
。ゴ
ミ
は
持
って

帰
る
か
ど
こ
か
の
ゴ
ミ
箱
へ
捨
て
る

と
い
う
文
化
が
残
っ
た
わ
け
で
す
。

今
度
の
2
0
2
0
年
は
、心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
、つ
ま
り
、車
い
す
の
方
や

視
覚
障
が
い
者
、聴
覚
障
が
い
者
な

ど
様
々
な
障
が
い
の
あ
る
方
が
困
っ

て
い
た
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
支
え

る
、そ
う
い
う
今
よ
り
も
一
段
高
い

レ
ベ
ル
の
共
生
社
会
を
こ
の
国
の
文

化
と
し
て
位
置
付
け
た
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。さ
ら
に
、今
日
は
超
高

齢
社
会
で
す
か
ら
、障
が
い
者
に
限

ら
ず
健
常
者
も
、こ
れ
か
ら
様
々
な

要
因
で
障
が
い
を
抱
え
る
可
能
性

も
あ
る
わ
け
で
す
。で
す
か
ら
、共

生
社
会
と
い
う
文
化
を
作
り
、定

着
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
と
し
て
い

き
た
い
で
す
。

半
田

：

厚
生
労
働
の
行
政
に
明
る

い
鈴
木
大
臣
と
お
話
し
し
て
い
て

思
い
出
し
ま
し
た
が
、私
も
25
年
前

に「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」と
い
う
言

葉
を
使
っ
た
当
時
は
、ほ
と
ん
ど
理

解
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。で
す
が
最

近
は
厚
生
労
働
省
も
使
っ
て
い
ま

す
。2
0
2
5
年
が
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
目
途
と
さ
れ
て

い
る
中
、2
0
2
0
年
の
レ
ガ
シ
ー

と
し
て
モ
ノ
で
は
な
く
文
化
を
重

視
し
て
共
生
社
会
が
根
付
け
ば
、良

い
流
れ
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。本

会
と
し
て
も
2
0
2
0
年
東
京
大

会
を
通
し
て
、若
い
会
員
た
ち
に
た

だ
機
能
訓
練
を
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
う
い
う
共
生
社
会
を
目
指
す
ん

2
0
2
0
年
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、

〝
共
生
社
会
〞と
い
う

文
化
を
残
し
た
い

だ
と
い
う
心
意
気
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
し
、日
本
の
超
高

齢
社
会
を
少
し
で
も
活
力
の
あ
る

も
の
に
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。さ

ら
に
、こ
れ
か
ら
は
ア
ジ
ア
諸
国
も

ど
ん
ど
ん
高
齢
化
し
ま
す
の
で
、日

本
で
育
ん
だ
共
生
社
会
が
ア
ジ
ア

に
広
ま
っ
て
い
け
ば
そ
れ
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
。

鈴
木

：

2
0
2
0
年
は
当
面
の
目

標
で
す
が
、そ
の
後
も
い
ろ
い
ろ
な

分
野
で
頑
張
り
は
続
い
て
い
き
ま

す
。で
す
か
ら
、障
が
い
の
あ
る
方

を
支
え
る
プ
ロ
と
し
て
、理
学
療
法

士
の
皆
さ
ん
に
は
2
0
2
0
年
以

降
も
共
生
社
会
を
念
頭
に
お
い
て

仕
事
に
邁
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
。

半
田

：

最
後
に
な
り
ま
す
が
、鈴
木

大
臣
に
は
こ
の
度
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
考
え
る
議
員
連
盟（
以

下
、リ
ハ
ビ
リ
議
連
）の
会
長
に
就

任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。共
生
社

会
を
作
る
た
め
に
ど
う
あ
る
べ
き
か

な
ど
、前
向
き
な
こ
と
を
語
り
合
え

る
場
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。本
当
に
ご
多
忙
の
中
で
、心

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

鈴
木

：

と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。リ

ハ
ビ
リ
議
連
は
本
当
に
限
ら
れ
た

人
数
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、今

は
入
会
希
望
者
も
増
え
、リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
り
の
あ
る
い
ろ

い
ろ
な
資
格
の
方
々
も
参
画
さ
れ
、

規
模
が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

や
は
り
そ
れ
は
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
身
近
で
、か
つ
、な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
だ
と
、皆
さ
ん
が
感
じ
て

い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、そ
の
中

核
に
い
る
理
学
療
法
士
の
重
要
さ

は
多
く
の
人
が
認
め
て
い
る
こ
と
で

す
か
ら
、ぜ
ひ
リ
ハ
ビ
リ
議
連
を
通

じ
て
、本
来
の
意
味
で
の
国
民
の
幸

せ
に
つ
な
が
る
体
制
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

半
田

：

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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教えて！田中まさし先生！

QA

このコーナーでは、本会理事の田中まさしが全国を訪問し、
若手会員の皆さんからいただいた様々な相談に丁寧にお答えしていきます。

ご質問はJPTA NEWS 編集担当までお送りください。

田中 まさし
Masashi Tanaka

1965年10月11日 北海道札幌市生まれ
1987年 清恵会第二医療専門学院卒業後 
 河内総合病院・上山病院・札幌東徳洲会病院
1995年 北海道千歳リハビリテーション学院

（副学院長、理学療法学科長）
2010年 北翔大学大学院人間福祉学研究科 
 人間福祉学専攻修了（修士）

会員限定コンテンツに
アクセスしよう！

http://www.japanpt.or.jp/
Click!

田中まさし公認ゆるキャラ
まーくん

Top Message

半
田  

一
登

会
長

vol

「
田
中
先
生
は
お
子
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
？
私
は
子
供
が
2

人
い
ま
す
。今
後
、こ
の
仕
事
で
大

学
卒
業
ま
で
育
て
ら
れ
る
の
か
不

安
で
す
。田
中
先
生
の
お
考
え
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。」

２
０
２
０
年
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
目
指
す
も
の

理 学療法士の業務の対象は「身
体に障害のある者に対し」と
法律で規定され、そして、リハ

ビリテーション医療の目的は「障がい者の
社会への適合」とされています。私たち理
学療法士には「身体に障害のある方々を社
会適合させる」という重大な使命があるの
です。そのために、障がい者スポーツは障
がい者の社会参加のツールとして、そして
彼らの健康維持の方法として不可欠なも
のなのです。

　パラリンピックという名称は、下半身まひ
のパラプレジアの「パラ」とオリンピックの「リ
ンピック」を併せた日本産の造語であり、国
際身体障害者スポーツ大会の愛称として使
われて、１９６４年の東京大会からパラリンピッ
クとして開催されることになったものです。こ
のように考えると２０２０年の東京大会に対し
て、日本理学療法士協会として積極的な関
わりを自ら求めていかねばなりません。
　鈴木オリンピック・パラリンピック担当大
臣との懇談の中であったように、「共生社

J
P
T
A 

N
E
W
S
が
今
号

か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と

に
な
り
、「
法
律
」シ
リ
ー
ズ
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。こ
れ
ま
で

「
法
律
」と
い
う
堅
苦
し
い
内
容

を
、身
近
な
理
学
療
法
を
例
に
か

み
砕
い
て
解
説
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
扱
っ
た
テ
ー
マ
で
も
さ

ら
に
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

き
ま
す
。こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
き
っ

か
け
に
グ
グ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
、そ
ん
な
シ
リ
ー
ズ
を
目
指

し
ま
す
。

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」、よ
く
耳

に
す
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。法

令
遵
守（
ほ
う
れ
い
じ
ゅ
ん
し
ゅ
）

と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で

す
。順
守
と
書
く
場
合
も
あ
り
ま

す
。日
本
語
で
聞
く
と
法
律
を
守

れ
ば
よ
い
の
か
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。確
か
に
、法
律
は
守
ら
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、そ
れ

だ
け
で
十
分
か
、と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

考
え
に
は
、勤
務
先
の
就
業
規
則

や
所
属
す
る
団
体
の
規
則
を
守
る

こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。罰
則
が
な

い
か
ら
と
言
っ
て
守
ら
な
く
て
よ

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
、暗
黙
の
ル
ー
ル
、モ

ラ
ル
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
含

ま
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ

ま
す
。意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ

で
す
が
、暗
黙
の
ル
ー
ル
や
慣
例
、

モ
ラ
ル
は
、そ
の
集
団
に
属
す
る

人
々
が
ど
こ
ま
で
了
解
し
て
い
る

か
、当
然
と
考
え
て
い
る
か
と
い

う
点
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
を
犯

す
と
、法
律
、所
属
団
体
の
規
則
に

基
づ
く
処
罰
・
処
分
、社
会
か
ら
の

批
判
を
受
け
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。社
会
か
ら
の
批
判
と
し
て
は
、

以
前
は
マ
ス
コ
ミ
報
道
や
噂
が

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、最
近
で
は

S
N
S
に
よ
る
批
判
も
無
視
で
き

ま
せ
ん
。

は
い
。社
会
人
と
な
っ
た
長
男
と
大
学
3
年
生
の
長
女
が
お
り

ま
し
て
、卒
業
や
就
職
な
ど
心
配
が
尽
き
る
こ
と
は
な
い
で
す

ね
。お
寄
せ
に
な
っ
た
不
安
は
収
入
と
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、多
く
の
理
学
療
法
士
が
お
持
ち
の
不
安
事
と
思
い
ま
す
し
、私

が
政
治
活
動
を
始
め
た
理
由
で
も
あ
り
ま
す
。

　
一
般
的
に
需
給
バ
ラ
ン
ス
、雇
用
形
態
、質
と
希
少
性
な
ど
が
関
係
す

る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、社
会
保
障
財
源
に
お
け
る
シ
ェ
ア
を
政
治
的
に

ど
の
程
度
獲
得
で
き
る
の
か
も
大
き
い
要
素
で
す
。要
望
せ
ず
沈
黙
す

る
こ
と
は
シ
ェ
ア
の
減
少
を
容
認
し
た
こ
と
と
同
じ
で
す
。生
活
の
安

定
な
く
し
て
質
の
高
い
理
学
療
法
の
提
供
は
継
続
で
き
ま
せ
ん
。お
持

ち
の
不
安
を
払
拭
で
き
る
よ
う
、雇
用
拡
大
お
よ
び
収
入
増
加
に
向
け

た
声
を
政
策
と
し
て
政
治
の
場
へ
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

東京都  Iさん（20代・男性）
勤務先：医療施設

会の創造」をレガシーとすることには大賛
成です。現在、政府厚生労働省では高齢
者・障がい者・子供を含めた「共生社会の構
築」を政策の大きな柱としています。しか
し、そこに有効な手段が見つからない状況
です。東京パラリンピックの開催自体を目
標にするのではなく、この大会を共生社会
構築への意識改革の柱に据えることが大
切です。「共生社会」「インクルーシブ社
会」「バリアーの無い社会」、どの用語にし
ても障がい者の方 と々共にある社会を作る

ことを目指すものです。まさにリハビリテー
ションの神髄だと思います。１９６４年の東京
大会は社会環境整備、２０２０年の東京大
会は少子高齢社会における新しい文化の
創造をレガシーにしなければなりません。
　２０２０年の東京大会へ向けて着々と準
備は進んでいるようです。パラリンピックに
すべての会員が参加することは不可能で
しょうが、身体障害の専門職としてパラリン
ピックを観て感じることによって、理学療法
士（協会）のレガシーが見えてきます。

36
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会員 0,000名　平成●年●月現在

INFORMATION

異動・休会・復会・退会等の手続きについて

ご登録内容に変更がありましたときは、日本理学療法士協会（以下、本会）ホームページ内の【マイページ】へログインし、Web申請にて各種手続きを
お願いいたします。トラブル防止のため、電話・メール・FAX による各種申請は受け付けておりません。　

〈参考URL〉 http://www.japanpt.or.jp/members/membership/procedure/index.html　
＊ Web環境が無い場合は、本会事務局（TEL：03-6804-1421）へお問合せください。

JPTA NEWSリニューアルからの新コーナーでは、様々なご職業の方から、理学療法士である会員の皆さまへメッセージをいただきます。
お問い合わせ先：JPTA NEWS担当　 news@japanpt.or.jp

勤務先異動・改姓・自宅住所変更等により登録内容に変更が生じた場合は、マイページの「会員管理【異動申請】」よりお手続きください。
（注）・非常勤の方も勤務先をもつ場合は勤務先会員をご選択ください。・海外会員と登録される場合は、会費の支払い方法について確認させていただきますので事前に本会事務局へご連絡ください。なお、帰国後

は必ず都道府県士会に所属しなければなりません。・施設移転等による施設情報の変更は、施設代表者様のみご変更が可能です（異動申請は不要です）。代表者様は【マイページ】へログインしていただき、「会
員管理」➡「マスタ管理」➡「施設情報メンテ」よりお手続きください。

異　動

マイページへログインできない場合は、マイページログイン画面下の「ログインできない方はこちら」より、再発行の申請をお願いいたします。
〈参考URL〉 http://www.japanpt.or.jp/inquiry/faq/mypage/system20002.html　（注）電話によるID・PWのご照会は行っておりません。

マイページのログインID・PWの再発行について

休会中の会員が復会を希望する場合は、マイページの「会員管理【復会申請】」よりお手続きください。　（注）当年度会費(1月1日～3月31日の間は次年度会費)納入後の承認となります。

復　会

本会および都道府県士会を退会する場合は、マイページの「会員管理【退会申請】」よりお手続きください。会員証カードは、速やかに本会へ返納いただきますようお願いいたします。
【会員証カード返納先】 〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷 3-8-5　公益社団法人 日本理学療法士協会事務局 総務課 会員管理 宛

（注）退会日は退会申請を行った日となります。本会でご用意しております理学療法士賠償責任保険は加入できません。退会後に再度ご入会される場合は新人教育プログラムや生涯学習基礎プログラムは再履
修となります。

退　会

休会を希望する場合は、マイページの「会員管理【休会申請】」よりお手続きください。休会中は下記の権利が停止となります。
■ 各種研修会・学会等への会員価格での参加  ■ 各種学会への無料での演題登録
     ■ 学術論文誌「理学療法学」ならびに会報誌「JPTA NEWS」の発送
■ 理学療法士賠償責任保険への加入（全員加入・任意加入） ■ 福利厚生サービス「クラブオフ」の利用　など
■ 選挙権、被選挙権

（注）・休会期間は4月1日から翌年3月31日までです。年度途中の休会も終期は3月31日となります。但し、1月1日～3月31日までに行われた休会申請は、終期を翌年3月31日とします。・債務が発生している場合は
申請を受理できません。・休会期間満了時（3月31日）までに復会/休会継続/退会いずれかの手続きが必要となります。・満了時までに手続きがない場合は、規定により退会となりますのでご留意ください。退
会後に再度ご入会される場合は、新人教育プログラムや生涯学習基礎プログラムは再履修となります。・休会継続をご希望の場合は、休会継続申請受付期間 (1月1日～3月31日まで)にご申請ください。・休
会中に改姓や連絡先の自宅住所が変更になった場合は、マイページの「会員管理【異動申請】」よりお手続きください。

休　会

（非会員価格での参加となり、会員対象の研修会への参加はできません）

年会費
▼ 年会費割引制度のご案内

福利厚生

信
頼
は
、信
用
の
上
を
ゆ
く

よ
く「
信
用
」と
い
う
言
葉
を「
信
頼
」と
同
じ
よ
う
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
で
使
わ
れ
て
い
る
の
を
耳
に
し
ま
す
が
、正
確

に
は
使
わ
れ
る
場
面
が
全
く
違
う
言
葉
で
す
。広
辞
苑
で

は
、信
用
と
は『
信
じ
て
任
用
す
る
こ
と
』、信
頼
と
は『
信
じ

て
頼
る
こ
と
』と
あ
り
ま
す
。深
く
意
味
を
求
め
る
と
、「
信

用
」は
過
去
の
物
理
的
な
事
に
対
し
評
価
を
す
る
意
味
合

い
で
使
い
ま
す
が
、「
信
頼
」は
過
去
の
実
績
や
業
績
に
加

え
、そ
の
人
の
信
条
や
振
る
舞
い
な
ど
の
姿
勢
に
対
し
、未

来
の
行
動
を
期
待
す
る
意
味
合
い
で
使
う
言
葉
で
す
。

信
頼
を
つ
く
る
に
は

私
は
、公
認
会
計
士
と
い
う
職
業
で
10
年
前
に
非
営
利

法
人
専
門
の
監
査
法
人
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。専
門
分
野

に
特
化
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る『
深
い
専
門
知
識
』と『
豊

富
な
経
験
』を
兼
ね
備
え
る
こ
と
で
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の

期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
、固
く
信
じ
て
お
り
ま

す
。そ
れ
は
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
悩
み
・
不
安
・
難
題
に
誠
意

を
も
っ
て
寄
り
添
い
、き
め
細
や
か
な
指
導
・
相
談
の
対
応

を
行
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、高
次
な
知
識
と
豊
富

な
対
応
ケ
ー
ス
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。つ
ま
り
、ど
れ
だ
け

問
題
解
決
に
力
を
尽
く
し
た
か
、と
い
う
真
心
が「
信
頼
」

を
生
む
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
計
監
査
は
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
財
産
や
経
営
と
い
っ
た

お
金
の
健
康
状
態
を
会
計
面
か
ら
分
析
し
、適
正
な
財
務

か
を
審
査
し
、適
正
化
の
指
導
を
す
る
仕
事
で
す
。ク
ラ
イ

ア
ン
ト
に
と
っ
て
も
、社
会
的
に
信
頼
を
得
る
に
は
、こ
の

財
務
に
間
違
い
が
な
く
、公
明
正
大
で
あ
る
こ
と
が
絶
対

必
要
で
す
。そ
し
て
、財
務
諸
表
に
表
れ
る
今
後
の
成
長
性

が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
事
業
へ
の
信
頼
性
を
高
め
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、私
も
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
も
、信
頼
が
あ
っ
て
こ
そ
社

会
の
中
で
未
来
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
ゆ
け
る
の
で
す
。

理
学
療
法
士
と
会
計
監
査

そ
う
言
え
ば
、み
な
さ
ん
の
仕
事
と
私
の
仕
事
は
、対

象
が
人
間
の
身
体
組
織
か
法
人
組
織
か
の
違
い
は
あ
れ
、

よ
く
似
て
い
ま
す
ね
。自
立
回
復
と
い
う
未
来
を
築
く
た

め
に
、患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
、医
学
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
手
当
て
を
す
る
。皆
さ
ん
に
は
、患
者
さ
ん
か
ら

「
こ
の
先
生
な
ら
信
頼
で
き
る
。リ
ハ
ビ
リ
を
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
」さ
ら
に
は
、「
良
く
な
っ
た
！
で
き
た
！
先

生
あ
り
が
と
う
！
」と
言
わ
れ
る
理
学
療
法
士
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
日
々
の
努
力
は
、

患
者
さ
ん
た
ち
へ
の
愛
情
で
す
。愛
情
は
必
ず
相
手
に
伝

わ
り
信
頼
を
生
み
ま
す
。そ
の
信
頼
が
皆
さ
ん
の
素
晴
ら

し
い
未
来
を
創
る
の
で
す
。

信頼が未来を創る

Atsushi Hentona

公益法人・一般法人の専門家として会
計監査、会計顧問、研修・講演、執筆、監
事、各種指導・相談業務などを通して、
幅広く公益法人・一般法人に携わる。
清泉監査法人統括代表社員、辺土名公
認会計士事務所代表、日本公認会計士
協会非営利法人委員会公益専門委員。
公益法人協会発行の著書に、『公益法
人会計 はじめの一歩』『公益法人・一
般法人の会計実務』『公益法人・一般法
人のための仕訳ハンドブック』『公益法
人・一般法人の税金のしくみ』がある。

辺
へんとな

土名 厚
あつし

公認会計士

公認会計士

信頼性とは
における本会では、下記の年会費の割引制度を

ご用意しています。
対象の方はぜひ活用ください。

〈参考URL〉
http://www.japanpt.or.jp/members/
membership/fee/discount/

詳細は、本会ホームページにてご確認ください。

〈特典内容〉  対象商品が
 特別価格に！

▼ クラブオフのご案内

本会では、福利厚生サービスとして、
会員優待料金で様々なサービスが利用可能な
「日本理学療法士協会 クラブオフ」を
ご用意しています。

シニア割引

育児休業割引

海外会員割引

ガストクーポン

4月。門出と新しい出会いの季節。
この春、新しい環境で仕事や生活をスタートさせた方も多いことでしょう。
始まりの時に際し、私から皆さんに人生のお守りとして
「信頼」という言葉を贈りたいと思います。

スマートフォン
限定

会員数 106,890名 平成30年3月9日現在
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会員限定コンテンツに
アクセスしよう！

http://www.japanpt.or.jp

各広報媒体（JPTANEWS・FAX通信など）の掲載をはじめ、会員の方のみ閲覧可能な情報を随時更新していき
ます。ぜひご覧ください。

2018年度、協会のホームページ【会員の方へ】のコンテンツがマイページ内「会員限定コンテンツ」に
一部移行します。ログインID・PWを確認してください。

会員の皆様へお願い

Click!

Click!


